
　

駅
前
診
療
所
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
改

装
の
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
お
も
て
な
し
」
だ
▼
新

た
に
で
き
た
三
階
フ
ロ
ア
で

は
、
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
相
談

を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
も
増

え
、
四
階
も
ゆ
っ
た
り
と
明

る
い
診
療
所
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
▼
ま
た
、
随
所
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
設

計
と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
快

適
に
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
今
後
も
積
極
的
に
改
善

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
診
療

所
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
、

は
ん
な
り
と
し
た
や
さ
し
い

ピ
ン
ク
色
に
な
り
、
明
る
く

な
っ
た
と
ご
好
評
頂
い
て
い

る
▼
京
都
の
玄
関
口
に
位
置

し
、
以
前
か
ら
他
府
県
の
患

者
さ
ん
も
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
外
国
人
の
受
診
も
多
く

な
り
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た

で
も
安
心
し
て
受
診
し
て
い

た
だ
け
る
診
療
所
を
目
指
し

た
い
と
思
う
▼
す
べ
て
の
患

者
さ
ん
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
を
過
ご
し
、
こ
れ
ま
で

通
り
、
最
新
の
医
療
機
器
を

用
い
た
診
察
を
終
え
た
後

は
、
安
心
し
て
笑
顔
で
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
。
何
か
目

に
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

は
、
是
非
一
度
、
優
雅
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
診
療
所
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
髙
木
史
子
・
駅
前
診
療
所

院
長
、
理
事
）

近
な
診
療
所
で
気
軽
に
受
診

く
だ
さ
い
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

診
療
に
つ
い
て

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
診
療

は
、
安
全
・
安
心
・
誠
実
を

旨
と
す
る
取
り
組
み
で
、
患

者
さ
ん
の
圧
倒
的
な
信
頼
に

心
強
く
思
い
ま
す
。
患
者
の

み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
最
優

先
し
つ
つ
も
、
職
員
の
確
保

や
負
担
等
も
考
慮
し
、
休
診

日
導
入
と
な
り
ま
し
た
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

経
営
改
革
へ
の

　
　
　

取
り
組
み

　
「
入
る
を
量
り
て
出
づ
る

を
制
す
る
」
に
従
っ
て
財
政

基
盤
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

出
費
全
般
に
わ
た
る
倹
約
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
職
員
が

十
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

人
事
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
役
員
の
世
代
交
代
も
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
へ
の
参
加
を

　

中
野
眼
科
の
設
立
法
人
・

京
都
医
療
生
協
は
、
創
立
六

十
五
年
を
迎
え
、
組
合
員
も

二
万
五
千
人
を
超
え
て
大
き

く
成
長
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

多
く
の
患
者
の
み
な
さ
ん
が

組
合
に
加
入
し
て
、
中
野
眼

科
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
野
眼
科
名
誉
院
長
）

京都駅前診療所（４階）、リニューアルオープン（８月17日）
豊
か
な
長
寿
社
会
に
む
け
て

　
　 

協
同
を
基
調
に

　
　 

さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
中
野
眼
科
を

　

こ
の
秋
も
豪
雨
禍
と
な
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

世
界
一
の
長
寿
を

豊
か
に

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
八

十
歳
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

自
立
し
た
生
活
が
可
能
と
さ

れ
る
健
康
寿
命
も
七
十
歳
を

超
え
ま
し
た
。
終
生
に
わ
た

る
視
覚
保
持
の
向
上
が
現
代

眼
科
の
課
題
で
す
。
中
野
眼

科
は
、
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

の
方
々
の
視
覚
保
持
へ
の
貢

献
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
充
実
し
た

診
療
を

　

本
院
で
は
、
緑
内
障
診

療
・
白
内
障
日
帰
り
手
術
・

硝
子
体
内
注
射
・
神
経
眼
科

等
の
専
門
診
療
と
共
に
、
一

般
眼
科
診
療
も
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
。
五
診
療
所
は
、

患
者
さ
ん
第
一
の
立
場
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か

し
、
連
携
を
進
め
ま
す
。
身

最 

近 

の

医
療
情
報

　

健
康
大
学
が
二
回
開
か
れ

ま
す
。
健
康
大
学
で
は
、
健

康
に
役
立
つ
最
新
の
情
報
が

第
一
線
の
専
門
家
か
ら
聞
け

る
ほ
か
、
講
義
の
後
、
何
で

も
気
軽
に
尋
ね
る
こ
と
が
で

き
る
質
疑
応
答
の
時
間
が
あ

り
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
参
加

費
無
料
。

　

会
場
は
、
い
ず
れ
も
、
中

京
区
の
京
都
ア
ス
ニ
ー
。
定

員
は
五
十
人
で
先
着
順
で

す
。
時
間
は
午
後
二
時
～
三

時
三
十
分
。

▼�

申
込
み
は
、
中
野
眼
科
受

付
か
京
都
医
療
生
協
ま

で
。

　

☎
八
二
二
・
二
二
八
六

︹
第
一
回
︺

◇�

演
題　

認
知
症
と
ど
う
向

き
合
う
か
～
〝
五
人
に
一

人
〟
時
代
を
控
え
て
～

◇�

講
師　

高
見
国
生
氏
（
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
代

　

京
都
医
療
生
協
、
中
野

眼
科
の
「
無
料
眼
科
健

診
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

失
明
原
因
第
一
位
の
病

気
で
あ
る
緑
内
障
の
場

合
、
自
覚
症
状
が
な
い
う

ち
に
目
が
悪
く
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
、
四
十
歳

を
過
ぎ
れ
ば
、
年
に
一
回

の
眼
科
専
門
医
に
よ
る
健

診
が
お
勧
め
で
す
。

　

昨
年
の
健
診
結
果
で

は
、
緑
内
障
も
白
内
障
も

眼
底
の
病
気
も
な
く
、
全

く
心
配
の
な
い
人
は
、
受

診
者
の
二
三
％
で
し
た
。

　

無
料
眼
科
健
診
で
は
、

視
力
、
眼
圧
、
血
圧
等
を

検
査
し
、
藤
田
裕
美
医
師

が
前
眼
部
や
眼
底
な
ど
を

診
察
し
、
目
の
病
気
の
有

無
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

■�

日
時　

十
月
三
十
日

（
金
）
午
後
二
時
か
ら

■�

場
所　

中
野
眼
科
本
院

（
千
本
丸
太
町
西
南
角
）

■�

申
込
み　

中
野
眼
科
受

付
、
ま
た
は
京
都
医
療

生
協
ま
で
。

　

☎
八
二
二
・
二
二
八
六

京
都
医
療
生
協

強
化
月
間
始
ま
る

10月～ 11月

　

中
野
眼
科
を

開
設
し
て
い
る

京
都
医
療
生
活

協
同
組
合
の
「
医
療
生
協
強

化
月
間
」
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
期
間
は
十
月
～
十
一
月

の
二
カ
月
間
で
、
生
協
法
が

施
行
さ
れ
た
十
月
一
日
を
記

念
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

も
の
。
強
化
月
間
で
は
、
無

料
眼
科
健
診
や
健
康
大
学
な

ど
を
開
催
し
て
患
者
さ
ん
や

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
生
協
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
、
京
都
医
療
生
協
へ

加
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

�

（
関
連
記
事
二
面
）

京都医療生協理事長

山田　亮三

表
理
事
）

◇�

日
時　

十
月
二
十
三
日

（
金
）

〔
第
二
回
〕

◇�

演
題　

頭
痛
を
訴
え
る
眼

科
疾
患

　

頭
痛
を
伴
う
眼
科
疾
患

の
中
に
は
、
放
置
す
る
と

失
明
し
た
り
す
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
要
注
意
で

す
。

◇�

講
師　

宮
本
和
明
氏
（
中

野
眼
科
医
院
神
経
眼
科
セ

ン
タ
ー
長
）

◇�

日
時　

十
一
月
三
十
日

（
月
）

　

今
年
の
年
末
年
始
は
、
中

野
眼
科
の
す
べ
て
の
診
療
所

で
、
十
二
月
三
十
日
（
水
）

か
ら
来
年
一
月
四
日
（
月
）

ま
で
の
六
日
間
、
一
斉
休
診

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
五
月
の
連
休

（
祝
日
）
は
、
三
日
（
火
）

か
ら
五
日
（
木
）
ま
で
の
三

日
間
、
す
べ
て
の
中
野
眼
科

診
療
所
で
一
斉
休
診
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
院
、
四
条
分
院
、
大
徳

寺
前
診
療
所
の
祝
日
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
休
診
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◦�

年
末
年
始
一
斉
休
診
＝
十

二
月
三
十
日
（
水
）
～
一

月
四
日
（
月
）

◦�

五
月
連
休
（
祝
日
）
一
斉

休
診
＝
三
日
（
火
）
～
五

日
（
木
）

検査を受ける無料眼科健診受診者

無料眼科健診を実施
手遅れにならない為に

こ
ろ
が
今
、
網
膜
細
胞
や
網

膜
色
素
上
皮
細
胞
を
作
成
し

て
移
植
す
る
再
生
医
療
が
非

常
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

再
生
医
療
で
は
Ｅ
Ｓ
細
胞

（
胚
性
幹
細
胞
）や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞（
人
口
多
能
性
幹
細
胞
）が

用
い
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｓ
細
胞
は

受
精
卵
か
ら
作
成
さ
れ
る
の

　

白
内
障
手
術
、
網
膜
硝
子

体
手
術
な
ど
眼
科
医
療
は
す

ご
い
勢
い
で
進
歩
し
、
こ
の

二
十
年
間
で
治
療
成
績
は
格

段
に
向
上
し
た
。
た
だ
し
、

ど
う
に
も
治
す
こ
と
が
で
き

な
い
病
気
も
あ
る
。
加
齢
黄

斑
変
性
な
ど
網
膜
の
病
気
で

あ
る
。
網
膜
は
脳
と
同
じ
中

枢
神
経
な
の
で
、
一
度
障
害

さ
れ
る
と
元

に
戻
る
こ
と

は
な
い
。
と

で
、倫
理
的
な
問
題
が
あ
る
。

一
方
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
皮
膚

な
ど
の
細
胞
を
使
っ
て
作
成

さ
れ
る
。
他
人
の
細
胞
で
な

く
患
者
自
身
の
細
胞
か
ら
作

り
出
さ
れ
る
の
で
拒
絶
反
応

が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
し
か
も
高
齢
者
の

患
者
さ
ん
の
皮
膚
か
ら
で
も

若
い
細
胞
が
出
来
る
。
ま
さ

し
く
再
生
医
療
と
言
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。

　

昨
年
九
月
、
神
戸
市
の
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
で
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
っ
た
網

膜
細
胞
を
加
齢
黄
斑
変
性
の

患
者
に
移
植
す
る
手
術
が
行

わ
れ
、
現
在
経
過
観
察
中
で

あ
る
。
網
膜
細
胞
の
生
産
コ

ス
ト
の
削
減
と
期
間
の
短
縮

を
目
指
し
て
、
拒
絶
反
応
が

起
こ
り
に
く
い
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
作
り
備
蓄
し
、
広
く
迅
速

に
提
供
す
る
計
画
も
進
行
中

で
あ
る
。
二
十
九
年
に
は
国

の
承
認
を
得
る
た
め
の
臨
床

試
験（
治
験
）を
は
じ
め
、
三

十
二
年
に
は
国
か
ら
製
造
販

売
の
承
認
を
得
ら
れ
る
こ
と

を
目
標
に
臨
床
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

中
野
眼
科
医
院
副
院
長
　
中
村
　
元

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
網
膜
細
胞
治
療

健
康
大
学
で
最
新
情
報

　 

﹁
認
知
症
﹂
と
﹁
眼
科
疾
患
﹂

一
斉
休
診
の
お
知
ら
せ
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連
根
は
さ
み
焼
き

�

（
２
人
分
）

〔
材
料
〕

蓮
根　

70
～
80
ｇ

鶏
む
ね
肉
（
皮
を
除
く
）

�

１
５
０
ｇ
程
度

青
じ
そ
（
大
）
10
枚
程

さ
つ
ま
藷
（
５
ミ
リ
厚
さ
の

輪
切
り
を
４
枚
）

ピ
ー
マ
ン　

２
個
（
４
つ
割

に
し
種
を
除
く
）

薄
力
粉
、
植
物
油
、
梅
干
を

種
を
除
い
て
ペ
ー
ス
ト
状
に

す
る
（
梅
肉
）。

〔
作
り
方
〕

イ　

蓮
根
は
洗
っ
て
、
皮
つ

き
の
ま
ま
５
ミ
リ
厚
さ
の
輪

切
り
に
し
、
粉
を
ま
ぶ
し
て

お
く
。

ロ　

む
ね
肉
を
厚
み
半
分
に

切
り
分
け
、
ラ
ッ
プ
に
は
さ

ん
で
、
麺
棒
で
軽
く
た
た
い

て
平
た
く
す
る
。
蓮
根
の
切

り
口
の
大
き
さ
に
切
り
分
け

る
。
両
面
に
梅
肉
を
う
す
く

塗
り
、
溶
き
衣
を
つ
け
た
青

じ
そ
で
お
お
い
、
㋑
の
蓮
根

で
両
面
を
は
さ
み
、
溶
き
衣

を
全
体
に
つ
け
る
。

ハ　

熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に

流
れ
る
程
度
の
油
を
入
れ
、

中
火
弱
に
し
㋺
を
入
れ
、
ホ

イ
ル
を
フ
タ
に
し
て
焼
く
。

両
面
に
焼
き
色
が
つ
い
た
ら

（
10
分
程
）
取
り
出
す
。

ニ　

さ
つ
ま
藷
、
ピ
ー
マ
ン

も
溶
き
衣
を
つ
け
て
両
面
を

焼
く
。
㋩
を
食
べ
よ
い
大
き

さ
に
切
り
、
３
種
盛
合
せ
、

天
つ
ゆ
を
添
え
る
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

　

今
年
は
戦
後
七
十
年
、

そ
の「
戦
後
」は
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
本
書
の
著
者
で
思

想
家
の
佐
伯
啓
思
氏
（
京

独
立
す
る
と
同
時
に

日
米
安
保
条
約
を
結

ん
で
自
国
の
安
全
保

障
を
一
部
ア
メ
リ
カ

に
始
ま
っ
た
と
見
る
の
で

あ
る
。
そ
の
間
六
年
余

り
、
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占

領
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

　

占
領
下
、
日
本
人
の
意

識
が
対
米
英
戦
争
は
自
存

自
衛
の
た
め
の
戦
い
で
、

力
の
差
に
よ
っ
て
負
け
た

と
い
う
軍
事
的
敗
戦
か

た
。
日
本
で
は
「
わ
れ
わ

れ
」
が
作
っ
た
憲
法
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
陰
で
強
い

意
志
を
示
し
、
日
本
の
自

主
制
作
と
い
う
欺
瞞
を
作

り
上
げ
た
。

　

日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
に
よ
っ
て

艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
降
伏

調
印
が
行
わ
れ
た
同
年
九

月
二
日
は
日
本
の
敗
戦
が

決
定
し
た「
敗
戦
の
日
」で

あ
っ
て
、
日
本
の「
戦
後
」

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
が
調
印
さ
れ
、
日

本
の
主
権
が
回
復
し
た
一

九
五
二
年
四
月
二
十
八
日

ら
、「
日
本
は
誤
っ
た
侵

略
戦
争
を
し
た
か
ら
、
敗

れ
た
」
と
い
う
道
義
的
敗

戦
に
変
わ
っ
て
い
く
。
こ

れ
が
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政

策
の
目
的
だ
っ
た
の
だ
。

そ
う
し
て
、
占
領
下
と
い

う
主
権
の
な
い
状
態
で
現

憲
法
の
公
布
が
行
な
わ
れ

に
依
存
し
、
も
っ
ぱ
ら
経

済
成
長
に
ま
い
進
す
る
。

こ
の
条
約
に
つ
い
て
も
日

米
の
思
惑
は
違
っ
て
い

て
、
戦
後
の
日
米
関
係
の

す
べ
て
に
「
非
対
称
な
二

重
構
造
」が
存
在
す
る
、と

い
う
。Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、七
八

〇
円
＋
税
。�（
亀
井　

励
）

都
大
名
誉
教
授
）

は
注
目
す
る
。
一

九
四
五
年
八
月
十

五
日
、
さ
ら
に
戦

『
従
属
国
家
論

 

日
米
戦
後
史
の
欺
瞞
』

　
「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連

帯
で
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高

齢
者
を
な
く
そ
う
」
を
合
言

葉
に
、
第
二
十
九
回
日
本
高

齢
者
大
会
が
九
月
十
五
日

（
火
）
～
十
六
日
（
水
）
の

二
日
間
、
和
歌
山
市
内
で
開

か
れ
、
全
国
か
ら
延
べ
五
一

〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、「
あ
の
悲

惨
な
戦
争
を
体
験
し
た
私
た

ち
高
齢
者
は
、
戦
後
七
十

年
、
憲
法
を
い
か
し
、
格
差

の
な
い
公
正
な
社
会
の
た
め

に
行
動
し
ま
す
」
と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
は
六
十
人
が
参

加
、
京
都
医
療
生
協
か
ら
は

　
「
第
三
十
五
回
平
和
の
た

め
の
京
都
の
戦
争
展
」
が
八

月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
、
北

区
の
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
中
野
記

念
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
三

千
五
百
人
が

参
観
し
ま
し

た
。

　

戦
後
七
十

年
を
迎
え
て

戦
争
体
験
者

が
少
な
く
な

る
な
か
、
今

年
は
「
戦
後

七
十
年
特
別

展
」と
し
て
開
か
れ
、「
京
都

に
も
空
襲
が
あ
っ
た
」「
京

都
に
進
駐
軍
の
い
た
こ
ろ
」

な
ど
、
京
都
に
光
を
当
て
た

テ
ー
マ
も
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
戦
争
の
実
相
」
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く

の
餓
死
者
を
出
し
た
ビ
ル

マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
戦
線

に
軍
医
と
し
て
従
軍
し
た
中

野
眼
科
創
立
者
で
あ
る
中
野

信
夫
先
生
が
描
い
た
「
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
ス
ケ
ッ
チ
画
」

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「来年は東京で再開しましょう」とアピールする東京の代表ら

高
齢
者
大
会
に
参
加
し
て

　

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

も
間
近
に
な
り
、
心
身
共
に

少
々
自
信
を
無
く
し
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
日
本
高
齢
者
大

会
に
お
誘
い
頂
き
、
大
勢
の

高
齢
者
が
元
気
に
そ
れ
ぞ
れ

の
主
義
主
張
を
持
っ
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
の
を
間
近
に
見

聞
き
い
た
し
ま
し
た
。
日
常

の
些
事
に
取
り
ま
ぎ
れ
な
ん

と
な
く
歳
を
重
ね
て
い
る
こ

と
を
省
み
る
こ
の
様
な
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
頃
交
流
の
な
い
人
達
と

も
同
宿
し
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

方
を
語
り
合
い
、
同
行
の
中

野
圭
子
さ
ん
と
私
の
白
髪
を

周
り
の
女
性
た
ち
に
羨
ま
し

が
ら
れ
る
面
白
い
体
験
も
し

ま
し
た
。
見
渡
せ
ば
皆
さ
ん

綺
麗
に
染
め
上
げ
ら
れ
若
々

し
か
っ
た
の
で
す
。

　

和
歌
山
大
学
、
和
歌
山
県

民
文
化
会
館
は
初
め
て
で
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
の
和
歌
山

へ
の
バ
ス
旅
行
も
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
老
後
は
こ
れ
か

ら
だ
と
思
い
知
り
ま
し
た
。

元
気
で
健
や
か
な
高
齢
者
を

目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

芸
能
』
の
発
行
人
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
（
関
西
エ
リ
ア
）

の
「
ラ
ジ
オ
エ
ッ
セ
イ
」
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
者
と
し
て
お

　
「
木
津
川
計
さ
ん
の
話
を

楽
し
む
会
」
が
、
京
都
医
療

生
活
協
同
組
合
、
中
野
眼
科

の
主
催
で
開
か
れ
ま
す
。

幽
霊
は
な
ぜ

　

女
ば
か
り
な
の
か

な
じ
み
、〝
木
津
川
節
〟と
言

わ
れ
る
大
阪
弁
の
や
わ
ら
か

い
語
り
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　
「
木
津
川
計
の
一
人
語
り

劇
場
」
を
旗
揚
げ
し
て
、
各

地
で
「
瞼
の
母
」「
王
将
」

「
無
法
松
の
一
生
」
な
ど
を

口
演
し
て
絶
賛
を
博
し
て
い

る
木
津
川
さ
ん

の
話
が
楽
し
み

で
す
。

　

木
津
川
さ
ん
は
、
元
立
命

館
大
学
教
授
、
雑
誌
『
上
方

　

演
題
は
、「
幽
霊

は
な
ぜ
女
ば
か
り
な

の
か
」
と
興
味
津
々

で
す
。
怖
い
話
を
中

心
の
現
代
の
女
性
論

で
も
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
始
ま
る

　
個
人
情
報
漏
洩
に
懸
念

　

十
月
五
日
か
ら
、
日
本
に

住
む
す
べ
て
の
人
に
十
二
ケ

タ
の
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）」
が
郵
送
で
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
身
分
証
明

に
使
え
る
写
真
付
き
の
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が

一
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
省
庁

や
自
治
体
ご
と
に
管
理
し
て

い
た
個
人
情
報
を
番
号
で
結

び
つ
け
、
税
金
や
保
険
料
納

付
・
社
会
保
障
給
付
な
ど
の

情
報
を
国
が
一
元
的
に
管

理
・
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
個
人
情

報
の
不
正
利
用
や
漏
洩
を
懸

念
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

国
保
組
合
グ
ル
ー
プ
の
組
合

員
清
水
朝
子
さ
ん
と
総
代
の

中
野
圭
子
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

和
歌
山
で
日
本
高
齢
者
大
会

　

安
斎
さ
ん
の
話
に
拍
手
と
笑
い

　

会
費
は
、
二
一
〇
〇
円
で

す
が
、
好
評
の
聖
護
院
御
殿

荘
の
昼
食
付
で
す
。

■�

日
時　

十
一
月
九
日（
月
）

午
前
十
一
時
～
午

後
一
時
三
十
分

（
午
後
〇
時
三
十

分
か
ら
昼
食
）

■�

会
場　

聖
護
院

御
殿
荘

■�

申
込
み　

中
野
眼
科
受
付

か
、
京
都
医
療
生
協
ま

で
。
☎
八
二
二
・
二
二
八

六
。
定
員
五
十
人
（
先
着

順
）。

　

一
日
目
午
後
一
時
か
ら
の

学
習
講
座
・
分
科
会
は
、
三

十
以
上
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
か
ら
、
前
半
は
「
国
民

本
位
の
震
災
対
策
」、
後
半

は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
と
地
域
活
性
化
」
を
聴
講

し
ま
し
た
。
数
日
前
の
関
東

地
方
の
大
洪
水
の
映
像
を
息

を
の
ん
で
見
て
い
て
、
京
都

は
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
か
な
？

あ
の
凄
ま
じ
い
水
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
工
夫
し
て
利
用

す
れ
ば
、
原
発
は
い
ら
な
い

の
に
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先

だ
っ
た
の
で
、
こ
の
テ
ー
マ

を
選
び
ま
し
た
。

　

翌
日
は
県
民
文
化
会
館
で

十
時
か
ら
主
催
者
挨
拶
や
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、
期
待
の
安

斎
育
郎
先
生
の
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
平
和
」
は

「
暴
力
」
の
対
峙
語
で
あ
る

と
い
う
最
近
の
「
平
和
学
」

の
説
明
。
つ
づ
い
て
日
本
の

近
現
代
史
の
年
代
や
人
名
を

お
り
ま
ぜ
戦
争
の
勃
発
か
ら

敗
戦
に
つ
い
て
。
そ
の
間
の

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
で
き
る
ま
で

の
紆
余
曲
折
。
か
と
思
え
ば

最
近
の
流
行
語
「
倍
返
し
」

「
今
で
し
ょ
」
で
盛
り
上
げ

て
「
お
も
て
な
し
」
に
は

「
ウ
ラ
が
あ
る
」
と
安
保
法

制
を
バ
ッ
サ
リ
。
先
生
も
会

場
も
息
つ
く
ヒ
マ
な
く
拍
手

と
笑
い
に
包
ま
れ
た
、
あ
っ

と
い
う
間
の
一
時
間
半
で
し

た
。〈
安
斎
先
生
に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
〉
と
ひ
そ
か
に

思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
感
動
の
お
す
そ
分
け

を
と
、
一
緒
に
行
っ
た
清
水

さ
ん
と
相
談
し
て
サ
イ
ン
入

り
の
先
生
の
著
書
『
疑
う
こ

こ
ろ
、
科
学
す
る
眼
』
を
事

務
所
の
方
へ
の
お
み
や
げ
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

読
み
く
だ
さ
い
。

西
京
区

清
水 

朝
子
さ
ん

下
京
区

中
野 

圭
子
さ
ん

中野信夫先生の「インパール作戦スケッチ画」の展示

戦後七十年戦争展

中野先生従軍記
インパール作戦スケッチ

木
津
川
計
さ
ん
の
話
を
楽
し
む
会
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つ　 く 　る 　健 　康

10
月
の
献
立

白
内
障
手
術
で
多
く
の
高
齢
者
が
視
力
を
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
白
内
障
手
術

の
眼
内
レ
ン
ズ
に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
た
の
は
一
九
九
二
年
の
こ
と
で
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を


